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本欄は広告であり、広告の内容に関する一切の責任は広告主に帰属します。
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■きっかけは余命５年の宣告
ヘルプマークは、内部疾患、

内部障害、人工関節、義足、妊娠
初期など、自分が援助や配慮を
必要としていることが外見から
伝わりづらい人が、その意思を
伝えるために持つマークです。
私は、2014年に健康診断を受けたときに、骨髄異形成

症候群だと分かりました。誕生日の前日に余命５年の宣
告を受けて、あと５年＝1825日と考えると、一日一日を
どう過ごすかがすごく大事だと思うようになりました。
最初の１年は病気療養で自宅と病院を往復する生活で

した。社会復帰しても自宅から駅まで５分、駅から会社
まで15分歩く道のりが私にとってはすごく遠くて、な
かなか会社にたどり着きませんでした。すごく息切れし
ながら優先席に座るのですが、高齢の人から「よくそん
なところに座れるな」と怒られることもあって、「『病気
です！』ってどこかに書いておきたい」と思うようにな
ったとき、インターネットで見つけたのがヘルプマーク
でした。
ヘルプマークを付けるようになってからは、優先席に

座っているときに高齢の人が私の鞄に付いているマーク
をじっと見て「あぁ病気なのか。頑張れよ」と言ってく
れることがあって、すごくうれしかったです。

■自治体・企業にご協力いただいて
普及啓発の活動では、自治体に対して導入のお願いを
したり、講演を行ったり、イベントに参加したりしてい
ます。三重県や四日市市などの自治体は導入後も普及活
動にご協力いただいていますし、2018年６月にNPO法
人いのち繋ぐプロジェクトを立ち上げてからは、例えば
電車の優先席にヘルプマークステッカーを掲示していた
だくなど、いろいろな企業に協力していただいています。
活動を始めた頃は東海地方でマークを知っている人は
ほぼいませんでしたが、今で
は約半数の人が知ってくれて
います。2012年に東京都が導
入したマークですが、東海地
方でも認知度が上がってきて
いるなと実感します。

■困っている人に自然に声を掛けられる社会へ
病気や障害のある人の人生はすごく大変なことがたく
さんあって、それを支えている家族の悲しさ・苦しさも
痛いほど伝わってきます。その人生の物語を少しでも多
くの人に知ってもらうことで、重い荷物を持っている高
齢の人に「手伝いましょうか？」と言うのと同じように、
困っている人に声を掛けられるような社会になったらい
いなと思っています。

老若男女、各分野で活躍するさま
ざまな「四日市人」を取材して、
その人の言葉で四日市の魅力な
どをお伝えするコーナーです。
■ＣＴＹ「ちゃんねるよっかい
ち」でも紹介します。
　日時：１月１日～31日
　月水金日　９：30、20：30
　火木土　  12：30、20：30
■ＣＴＹ－ＦＭで毎月第２・第４日
曜日放送の「よっかいちわいわ
い人探訪！」でも紹介します。
　日時：１月13日、27日
　　　　８：54、14：54　
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　三重県ヘルプマーク・アンバサダー（普及大使）、ＮＰＯ法人いのち繋ぐ
プロジェクト理事として、ヘルプマークの普及活動に取り組む小﨑麻莉絵
さんにお話を伺いました。

裏面に自分の情報を
書くことができます


